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本
年
４
月
９
日
に
植
田
和
男
氏
（
東
京

大
学
名
誉
教
授
）
が
黒
田
総
裁
の
後
を
受

け
て
第
32
代
の
日
本
銀
行
総
裁
に
就
任
し

た
。
大
学
教
授
を
歴
任
し
て
い
た
経
済
学

者
が
日
本
の
金
融
の
総
本
山
で
あ
る
日
本

銀
行
総
裁
に
就
任
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
。

黒
田
大
規
模
緩
和
は
維
持
す
る
が

金
利
操
作
を
見
直
す
べ
き
だ

　

日
銀
が
８
月
２
日
に
公
表
し
た
６
月
15
、

16
日
の
金
融
政
策
決
定
会
議
の
議
事
録
に

よ
れ
ば
、
日
銀
は
長
短
金
利
操
作
に
つ
い

て
、「
運
用
を
現
時
点
で
見
直
す
必
要
は

な
い
」
と
決
め
、
黒
田
総
裁
の
大
規
模
緩

和
策
の
維
持
を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

し
か
し
一
部
の
委
員
か
ら
は
、「
大
規
模

緩
和
か
ら
の
出
口
局
面
で
、
急
激
な
金
利

変
動
が
生
じ
や
す
い
の
で
、
こ
れ
を
回
避

す
る
必
要
が
あ
る
」「
金
利
操
作
に
つ
い

て
は
早
い
段
階
で
、
そ
の
扱
い
を
見
直
す

べ
き
だ
」「
出
口
規
制
が
高
ま
っ
た
時
点
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に
高
い
し
、
金
融
政
策
だ
け
で
は
達
成
で

き
な
い
。
高
め
の
物
価
目
標
を
導
入
し
た

ら
、
金
融
緩
和
を
求
め
る
政
府
の
介
入
が

あ
る
と
分
っ
て
い
た
。
安
倍
政
権
は
日
銀

法
改
正
を
も
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
圧
力
を

か
け
て
き
た
」（「
時
事
通
信
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」）。

植
田
新
総
裁
は
政
策
当
局
へ
の 

所
属
経
験
が
多
い

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
理
論
的
根
拠
の
な
い

政
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
表
面
化
し
て
き
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
植
田
新
総
裁
は
見
直
し

に
伴
う
リ
ス
ク
を
慎
重
に
吟
味
し
、
当
初
、

市
場
で
は
「
動
か
な
い
新
総
裁
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
出
来
つ
つ
あ
っ
た
。

　

自
民
党
の
世
耕
参
議
院
幹
事
長
が
「
緩

和
姿
勢
を
変
え
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

（
約
束
）
が
ま
も
ら
れ
て
ゆ
く
か
注
視
し

た
い
」「
植
田
日
銀
に
目
を
光
ら
せ
な
く

て
い
け
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
金
融
引

き
締
め
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
発

言
が
目
立
つ
。

　

自
民
党
筋
は
「
金
融
は
緩
和
が
い
い
、

い
く
ら
で
も
使
え
る
の
が
い
い
」
と
い
う

考
え
だ
が
、
中
央
銀
行
と
し
て
政
府
自
民

党
に
は
好
ま
れ
な
い
「
金
融
引
き
締
め
」

を
断
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
経
済
情
勢
に
な

る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
で
植
田
日
銀
は
政
府
与

党
筋
の
圧
力
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る

か
。

　

植
田
総
裁
は
学
者
と
し
て
東
京
大
学
で

教
鞭
を
と
る
一
方
で
、
政
策
当
局
へ
の
所

属
経
験
が
多
い
。
１
９
８
５
―
87
年
に
は

大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
審
議
委
員
に
就

任
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
で
大
手
金
融

機
関
の
破
綻
が
相
次
ぐ
中
で
、
速
水
優
日

銀
総
裁
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
や
量
的
金
融
緩

和
政
策
の
導
入
を
政
策
委
員
会
の
理
論
的

支
柱
と
し
て
支
え
た
。

　

さ
ら
に
２
０
０
０
年
の
金
融
政
策
決
定

会
合
で
は
、
ゼ
ロ
金
利
政
策
の
解
除
に
反

対
し
た
。

理
論
と
実
践
を
兼
ね
備
え
た 

経
済
学
者

　

植
田
和
男
氏
の
特
徴
を
一
口
に
言
え
ば
、

こ
う
な
る
の
で
は
な
い
か
？

　

学
者
と
し
て
の
幅
の
広
さ
が
あ
り
、
複

雑
な
経
済
事
象
を
理
論
的
に
解
明
で
き
る

学
者
と
言
え
よ
う
。

　

従
来
の
人
事
で
は
、
日
銀
総
裁
の
ポ
ス

ト
は
財
務
省
の
首
脳
の
天
下
り
や
日
銀
出

身
者
が
占
め
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
法
学

部
出
身
者
で
あ
っ
た
。
経
済
学
部
出
身
の

日
銀
総
裁
に
は
新
鮮
味
が
あ
り
、
俗
に
い

う
「
ホ
ン
チ
ャ
ン
」
と
し
て
の
力
量
発
揮
、

さ
ら
に
日
銀
の
政
府
か
ら
の
独
立
性
の
確

保
を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
米
国
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
と
し

て
金
利
を
引
き
上
げ
て
お
り
、
日
本
で
も

円
安
イ
ン
フ
レ
が
出
始
め
て
い
る
。
金
融

政
策
は
転
換
期
に
あ
る
。

　

植
田
氏
に
は
転
換
期
の
乗
り
切
り
策
を

期
待
し
た
い
。

で
金
利
が
急
上
昇
す
る
こ
と
を
極
力
回
避

す
べ
き
だ
」
な
ど
と
、
金
利
操
作
の
見
直

し
の
意
見
が
出
て
い
た
。

異
次
元
の
金
融
緩
和
は
博
打
で 

政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

７
月
31
日
に
公
表
さ
れ
た
２
０
１
３
年

１
―
６
月
の
金
融
政
策
決
定
会
議
の
議
事

録
を
読
む
と
、
大
規
模
金
融
緩
和
に
は
明

確
な
理
論
や
根
拠
は
見
ら
れ
ず
、「
単
な

る
思
い
付
き
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
異
次
元
の
金
融
緩
和

で
２
年
程
度
で
２
％
の
物
価
上
昇
を
さ
せ

る
」
と
い
う
政
策
に
は
、
何
ら
理
論
的
根

拠
が
な
く
、
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

異
次
元
緩
和
に
強
く
反
対
し
て
い
た
木

内
登
英
氏
（
野
村
総
合
研
究
所
エ
ク
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
は
２
％
の
物

価
導
入
に
強
く
反
対
し
、
そ
の
理
由
と
し

て
「
２
％
は
物
価
目
標
導
入
と
し
て
非
常
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